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997 269 30 1,296 811 194 41 1,046

(77%) (21%) (2.3%) (78%) (19%) (3.9%)

991 249 12 1,252 795 165 22 982

6 20 18 44 16 29 19 64

２．落札率（％）

85.38 86.45 87.34 85.65 90.90 90.30 89.21 90.72

99.93 79.15 81.47 99.93 99.92 99.93 98.98 99.93

75.08 99.95 97.38 75.08 82.53 85.45 84.24 82.53

85.00 91.76

85.39 86.59 86.54 85.64 90.91 90.21 91.35 90.80

83.70 84.72 87.87 85.87 90.52 90.85 86.73 89.54

5.6 5.3 4.6 5.5 6.0 4.4 5.0 5.7

24.0 21.0 16.0 24.0 26.0 24.0 21.0 26.0

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

8.5 11.7

５．加算点（点）
特別
簡易
（20点）

簡易
（35点）

標準
（55点）

特別
簡易
（20点）

簡易
（35点）

標準
（55点）

12.1 20.3 26.7 12.9 22.7 26.0

20 35 50 20.0 35.0 51.0

0 1 2 0.0 1.5 2.0

586 167 17 770 533 99 23 655

58.8% 62.1% 56.7% 59.4% 65.7% 51.0% 56.1% 62.6%

997 269 30 1,296 811 194 41 1,046

321 86 10 417 203 89 11 303

(32%) (32%) (33%) (32%) (25%) (46%) (27%) (29%)

90 16 3 109 75 6 7 88

(9%) (6%) (10%) (8%) (9%) (3%) (17%) (8%)

444 134 15 593 379 72 15 466

(45%) (50%) (50%) (46%) (47%) (37%) (37%) (45%)

142 33 2 177 154 27 8 189

(14%) (12%) (7%) (14%) (19%) (14%) (20%) (18%)

件　　数

・価格が１位以外で
落札者となった案
件。

・特別簡易型の価格
逆転件数割合が高く
なっている。
・簡易型では価格逆
転件数割合が減少
している。

最　　低

・昨年度と同程度の
得点状況となってい
る 。

・H22.2月、調査基準
価格の引上げを行っ
た。

・条件付一般競争入札
の半数程度になってい
る 。

総合評価方式の実施状況及び今後の対応について

・平均落札率が上昇
し て い る 。

※条件付一般競争入札の平均

結 　果
（平成22年度契約実績）

平成２２年度契約実績
（4月～12月までの契約実績）

項　　　　目

最　　高

最　　低

価格：加算点＝１位：２位以下

価格、加算点ともに１位以外

・特別簡易型では価
格、加算点とも１位
（①）に該当する割
合が減少し、価格、
加算点とも２位以下
（④）に該当する割
合が増加している。
・簡易型では加算点
1位による逆転の割
合（③）が減少してい
る。

※条件付一般競争入札の平均

４．入札参加者数（者）

逆転件数/実施件数（％）

３．落札率（％）　　（制度別）

④

低入札価格調査制度

施工体制事前提出方式

平　　均

最　　高

①

最　　大

②

備　　考

７．落札者の状況（件）

平成２１年度契約実績

１．対象件数（件）

最　　小

６．価格逆転件数（件）

平　　均

低入札価格調査制度

施工体制事前提出方式

平　　均

価格：加算点＝１位：１位

③ 価格：加算点＝２位以下：１位

(工事の実施状況  平成22年４月～12月までの契約実績）

　「６．価格逆転件数（件）」に相当

　　資料４
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総合評価方式の実施状況及び今後の対応について

結 　果
（平成22年度契約実績）

平成２２年度契約実績
（4月～12月までの契約実績）

項　　　　目 備　　考
平成２１年度契約実績

(工事の実施状況  平成22年４月～12月までの契約実績）

　　資料４

８．評価基準価格を下回った件数（件）

666 179 17 862 464 89 22 575

66.8% 66.5% 6.3% 66.5% 57.2% 45.9% 53.7% 55.0%

269 44 3 316 177 18 5 200

40.4% 24.6% 17.6% 36.7% 38.1% 20.2% 12.2% 34.8%

ａ 131 28 1 160 213 39 4 256

13.2% 11.2% 0.0% 12.3% 26.8% 23.6% 18.2% 26.1%

73 21 1 95 75 12 2 89

38 4 0 42 97 9 0 106

ｂ 31 5 0 36 66 19 2 87

ｃ 0 0 0 0 1 0 0 1

(b-c)
/a 23.7% 17.9% 0.0% 22.5% 30.5% 48.7% 50.0% 33.6%

１０．失格基準に該当した工事件数（件）

73 21 1 95 75 12 2 89

0 3 0 3 2 3 3 8

73 24 1 98 77 15 5 97

55.7% 75.0% 100.0% 59.4% 35.2% 30.8% 50.0% 34.8%

（簡易・標準1点　過去10年以内の実績）

（簡易・標準1点　過去10年以内の実績）
　特別簡易  4点　過去5年以内の実績 73% 70%

（特別簡易 3点）
　過去5年より前で10年以内の実績 6% 6%

（特別簡易 1点）
　過去10年より前で15年以内の実績 0.3% 1%

64% 67% 58% 65% 63% 64% 52% 62%

12% 21% 25% 14% 10% 21% 28% 12%

78% 80% 78% 79% 87% 80%

86% 79% 86% 86% 69% 81%

4% 7% 5% 3% 8% 4%
上記で得点できない場
合

（特別簡易型は9点）

79%

・低入札価格調査制
度の対象案件の発
生割合が増加してい
る。

・低入札価格調査制
度の対象案件として
契約した工事の割
合が増加している。

③優良工事

⑥技能士（0.5点）

・特別簡易型は過去
5年以内の実績が殆
どである。

・特別簡易型におけ
る優良工事表彰実
績の得点割合は昨
年度よりさらに低く
なっている。

・評価基準価格の適
用による逆転件数
割合は昨年とほぼ
同水準になってい
る。

・評価基準価格の適
用により、落札者が
逆転した件数及び割
合。

・評価基準価格適用
工事件数が減少し
ている。

・入札額が評価基準
価格を下回った場
合、入札額ではなく
評価基準価格で評
価する。

落札者逆転件数/件数（％）

件数/実施件数（％）

（
１

）
企
業
の
技
術
力 ④品質管理（0.5点）

上記合計

基準を下回った
低入札案件

９．低入札価格調査の対象件数（件）

低入札価格調査の実施件数

低入札価格調査で失格した件数

・H22．5月に入札公
告を行った工事か
ら、失格基準の引上
げを行った。

○H21小計(4点）

施工体制事前提出方式

・低入札該当案件の
うち、失格基準に該
当した割合が減少し
ている。
・施工体制事前提出
方式における失格
基準該当工事が増
加している。

辞退

低入案件として契約した
件数の割合

84% 77% 82%

②工事成績

・低入札対策として
配置技術者の複数
配置等を義務づけ
ているが、対応困難
の場合、落札者決定
前の辞退を認めて
い る 。失格基準該当

低入札価格調査制度

失格基準（低入）該当件数
/低入該当件数（％）

１１．評価項目毎の入札参加者得点割合（％）
　　　（配点は簡易型の例（35点満点））

うち落札者逆転

79% 82%
①施工能力

⑤技術者確保数（0.5点）

81% 71%

件数

低入札件数/実施件数（%）
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総合評価方式の実施状況及び今後の対応について

結 　果
（平成22年度契約実績）

平成２２年度契約実績
（4月～12月までの契約実績）

項　　　　目 備　　考
平成２１年度契約実績

(工事の実施状況  平成22年４月～12月までの契約実績）

　　資料４

57% 55% 57% 63% 54% 61%

34% 25% 28% 35% 32% 35%

3% 4% 3% 5% 5% 5%

61% 66% 61% 63% 66% 63%

5% 1% 4% 9% 0% 9%
上記で得点できない場
合

41% 38% 40% 50% 49% 50%

47% 48% 47% 49% 53% 50%

28% 35% 29% 39% 58% 43%

88% 70% 87% 89% 62% 83%

27% 21% 27% 49% 26% 45%

58% 43% 57% 63% 36% 58%

40% 37% 40% 50% 34% 58%

79% 80% 75% 79% 82% 81% 61% 81%

83% 80% 61% 82% 83% 82% 49% 81%

69% 74% 54% 70% 75% 76% 47% 74%

60% 66% 53% 61% 60% 68% 41% 61%

⑫災害出動
　（2.5点）

51% 59% 48% 53% 37% 46% 26% 38%

　災害応援協定
　（2.5点）

16% 15% 7% 16% 31% 30% 22% 31%

⑬新卒・離職者の雇用実績
　（2.5点）

16% 14% 50% 16% 15% 18% 16% 15%

⑭雇用の維持・確保
　（2.5点）

18% 9% 0% 16% 16% 13% 12% 15%

⑮除雪・維持補修
　（2.5点）

60% 63% 43% 61% 74% 82% 67% 75%
・一般土木工事、舗装工
事を対象としている。

（特別簡易型は11点）

5.3点 4.8点 5.2点 6.2点 4.7点 5.9点 入札参加者平均得点

○H21小計(10点）

標
準
型

4.7点
(1項目
10点)

8.5点
（1項目
20点）

4.7点
(1項目
10点)

5.7点
(1項目
20点)

入札参加者平均得点

・

・

・ 　ボランティア活動の実績の得点割合が高い。

　特別簡易型の価格逆転件数の割合が高くなっている。

・昨年度に比べて得
点割合がやや増加
している。

・ボランティア活動実
績の得点割合が高く
なってきている。

備
　
　
考

施
工
計
画

（
２

）
配
置
技
術
者
の
技
術
力

③優良工事（1点）

④県内業者活用（1点）

⑤継続教育（0.5点）

②工事成績（1点）

①施工能力（1点）

①障がい者雇用（0.5点）

○H21小計　　(3.5点）

⑥仕事と生活の調和（0.5点）

⑤子育て応援（0.5点）

（
３

）
企
業
の
地
域
社
会
に
対
す
る
貢
献
度

○H21小計(17.5点）

⑦新分野（1点）

（４）施工計画（10点）

②安全管理（0.5点）

　特別簡易型における優良工事表彰実績の得点割合が低い。

⑨入札参加者の所在地

・H21.11新規設定項目

（５）技術提案（20点）

選
択
項
目

④資格保有年数（0.5点）

③環境配慮（0.5点）

⑩ボランティア（2点）

⑪消防団継続加入（1名以上）（1.0点）

・①～⑦
　年々得点割合が高
くなる傾向が見られ
る。

⑧同一市町村実績（2.5点）
・同一市町村内工事
実績の得点が高く
なっている。

3



4 
 

 

今後の対応方針について 

 

 

１ 工事 

 

（１） 加算点の固定化防止対策 

 

・ 特別簡易型の加算点については、一定期間内の実績の有無をもって評価する

項目が多いため、他の類型に比べて固定化する傾向が見られることから、点数

が固定化しやすい項目の組み替えや変動しやすい評価基準の導入等、評価方法

の変更を行うこととしたい。 

 

（２） 価格による競争性の確保 

 

・ 平成 22 年２月の調査基準価格の引上げ後、特別簡易型における価格逆転落

札の発生割合は他の類型より高い状況が続いていることから、価格の評価ウェ

イトを高めることとしたい。 

 

 

２ 測量等委託業務 

 

・ 配置予定技術者の技術力をより適切に評価するため、工事では既に評価項目に

設定している「成績評定」を評価項目に追加することとしたい。 

 

資料４ 




